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～～22202244年年1111月にに自転転車車にに関関するる法法法律律がが改改正正されました！～～2024年11月に自転車に関する法律が改正されました！～
交通安全シリーズ！

「モペット」とは？　ペダルをこがずにモーターで走行できる、一見、自転車のような乗り物です。道路
交通法上では原動機付自転車とされ、運転免許証やヘルメットの着用義務があります。

①飲酒しての自転車乗車の危険性

　飲酒しての運転の危険性は、小

脳の機能に影響が及び運動機能が

低下することにあり、車両誘導を

思い通りにできなくなることにあ

ります。また、酩酊状態になると

気持ちが大きくなることで乱暴な

運転をする危険性もあります。こ

れは自動車の操作に限定されるこ

とではなく、自転車に乗車中でも

同様です。

　昨今、自転車と歩行者の接触事

故による死亡事故は増加傾向にあ

ります。自転車の運転中に運動機

能が低下していたとすれば、正常

な操作をすることが困難になりま

す。まして、２輪で走行する自転

車は安定性が求められるため、飲

酒による運動機能の低下は大きな

危険リスクとなることを理解して

おかなければなりません。

　また、自転車は自動車と違って

取り締まられることはないと思っ

ているとするならば、危機意識を

高める必要があります。取り締ま

りで検挙されることだけでなく、

いつか死亡事故の当事者になるか

もしれないということを心に刻

　自転車による事故や危険運
転行為が増加傾向にあること
を背景に、自転車に関する法
律改正が2024年11月より施
行され、自動車同様に飲酒運
転や携帯電話のながら運転が
厳罰化されました。そこで、
法改正の背景について考えて
みましょう。

　ながら運転の厳罰化は携帯電話

を使用した状態での重大な交通事

故の増加によるものが背景になっ

ています。なぜ、ながらスマホが

危険なのかを理解することから始

める必要があります。

　ながらスマホの危険性は、スマ

ホの画面を注視することで前方不

確認の状態となること、また通話

においては思考が会話に集中する

ことで周囲への安全確認の意識が

削がれる可能性が高くなることに

あります。ハンズフリーならスマ

ホの画面を注視することがないか

ら安全だと考えている方も少なく

ありません。前方不確認は防げる

かもしれませんが、通話中に思考

が削がれることになる危険リスク

はなにも変わりません。思考が通

話により削がれることになれば危

険への発見が遅れるだけでなく、

危険への対処行動も遅れることに

つながります。法改正により、こ

うした重大な交通事故のリスクを

高めないための抑止効果が期待さ

れます。

②自転車のながらスマホ運転に

　おける危険性

　皆様は、自転車が軽車両である

という認識をお持ちでしょうか。

車やバイクと同様に車両としての

位置づけである認識が薄いのでは

③自転車による歩行者に対する

　人身事故の危険性

み、お酒を飲んだら自転車にも乗

らないことを厳格に順守する、こ

れが法改正の目的だと考えます。

ないでしょうか。多くの方が歩行

者とほぼ変わらない感覚で自転車

に乗られていると思います。その

要因は自転車に乗る際は運転免許

証を取得する必要性がないことに

あるかもしれません。気軽に乗れ

る乗り物として利用されている自

転車ですが、ひとたび歩行者と接

触すれば死亡事故につながること

があります。自転車とはいえ、時

速30km以上出ることがありま

す。時速30kmで歩行者と接触す

ればどれほどの衝撃になるか想像

してみてください。一説には建物

の２階から飛び降りたのと同じく

らいの衝撃といわれています。

　2024年11月に施行された自転

車に対する法改正では、信号無視

や一時停止違反、通行区分違反な

どは重点取締りの対象となってい

ます。違反取締りを受けないよう

に法令を順守することは、十分な

法令意識と安全マインドを備えて

自転車に乗ることにつながるとと

もに、重大な死亡事故等の抑止効

果ともなります。法改正を機会に

今一度「自転車を安全に乗るため

に」ということを考えてみてはい

かがでしょうか。
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「ＧＬＴＤ」とは？　団体長期障害所得補償保険の略。企業の役職員がケガや病気で働けなくなった際の所
得を長期にわたって補償する保険で、企業の福利厚生制度に採用されています。

事業を継続していくための
リスク対策 損害保険代理店活用シリーズ

豆辞典豆辞典豆辞典

●多様な保険加入機会と窓口
　企業が損害保険を契約する窓口は、表１の
ようになることが多いのではないでしょうか。
　ご覧の通り、それぞれの機会によって保険
を契約する窓口はバラバラになりがちです。
　企業規模が大きい場合、社内の保険担当者
もまちまちでしょう。こうなると、その企業
の保険について全体像を把握している人がい
ない状態が起こりがちです。
　その状態を放置していると、いざ事態が起
きた際、どの保険でカバーするのか、そもそ
も対応する保険があるのかどうかを、それぞ
れの窓口にいちいち確認しなければならず、
それは事態への対応を遅らせる要因にもなり
ます。

●整合性のチェックは誰がするか
　しかし、企業内でこのような作業を行うこ
とは容易ではありません。
　まずは保険契約の窓口となっている保険代
理店の中で、事業全体のリスクとすべての保
険契約の整合性をチェックしてくれるところ
を探して依頼することが、精度の高いリスク
対策実践への第一歩となるでしょう。

●リスク実態と保険はリンクしているか
　企業によっては、保険の一覧
表を作成しているところもあり
ますが、その内容は、自社のリ
スク実態と保険の整合性が取れ
ていることを確認できるもので
あることが理想です。
　例えば、施設の火災保険につ
いて、どんなリスクを想定して
契約しているのか、その一覧表
で把握できれば、リスク実態と
保険がリンクしているかどうか
をすぐにチェックできます。水
災を想定して契約したはずの火

　事業活動に伴うリスクは年々多様化・複雑化しています。企業に
とって、リスクへの適切な対応は、自社の存続のみならず、社会的
責任を果たすためにも欠かせません。そのために、企業はさまざま
な保険を活用していますが、その全体像を把握できていないと、重
大なリスクに対する保険手配のモレに気付かなかったり、いざとい
うときにうまく機能しなかったりすることがあります。今回はその
問題点と、全体像把握のポイントについて取り上げます。

保険契約の全体像を把握しよう！

災保険が、水災に対して十分な補償がなかっ
たなどのトラブルは多く発生しています。
　リスク実態の洗い出しについては、表２の
ようにリスク区分ごとに想定事態を書きだし
たうえで、現在契約している保険がきちんと
対応しているかどうかをチェックしてみるこ
とをお勧めします。

その窓口を通じて契約した時期（理由）主に扱っている保険保険加入窓口
施設や設備など購入の際の融資実行時火災保険銀行
取引先からの強い要請によりすべての生命・損害保険取引先の別動隊代理店
賃貸借契約の締結時火災保険（借家人賠償責任）不動産仲介業者

購入時自動車保険・自賠責保険自動車ディーラー
車検・点検・修理時自動車保険・自賠責保険自動車整備工場

団体契約の募集期間（会報誌での情宣）ＰＬ保険・団体傷害保険商工会議所
決算時生命保険税理士

紹介・飛び込みすべての生命・損害保険プロ代理店

表１

対応する保険具体的な想定事態リスクの種類
業務災害補償保険・各種
生命保険・ＧＬＴＤなど

役員・従業員の死傷及び就業不能など
（ケガ・病気・メンタル不全による）人的リスク

火災保険・運送保険など地震・台風・水害・火災等による損壊や盗難など財物リスク
施設所有者賠償責任保険
・生産物賠償責任保険など

業務の遂行、提供するサービスや製品等に伴う対人
・対物事故など賠償リスク

利益保険・家賃保険など施設や設備の損壊・使用不能に伴う売上の減少など収益リスク

表２




